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センター東棟温室において、(1) 樹木成長に与え

るキトサンの影響に関する実験と、(2) 火山灰下

に発達した埋土種子集団保存状況の定量化に関す

る研究における発芽条件設定を、以下の通り行っ

た。

(1) 樹木成長に与えるキトサンの影響

カニ殻・エビ殻は、キチンを主成分とするが大

量に廃棄されている。キトサンは、キチンの化学

構造の一部を変化させることで作ることのできる

無毒かつ環境中で容易に分解される物質である。

したがって、キトサンが農業において土壌改良剤

や成長促進剤として活用できれば、大きく環境負

荷を低減することできる。これまでの実験室にお

ける実験から、キトサンが発根およびシュート成

長を促進する可能性が示された。そこで、キトサ

ンの植物成長への効果を有用植物において検証す

ることを目的に、実験規模を拡大し温室において
実験を行うこととした(継続中)。

用いた実験材料は、砂防工事において大量に使

用されるヤナギ類(2 種 Salix sachalinensis と S. 
triandra)、果樹利用されるリンゴ 2 種(Malus 
sylvestrisとM. domestica)、ブドウ 1種(Vitis vinifera)
である。ヤナギ枝は、北大構内に自生するものか

ら採取した。ブドウ枝は北大農場に、リンゴ枝は

札幌市内大谷地樹木園に植栽されている個体から

採取した。これらの枝を、挿木用に加工後、土壌

条件を変えたポットに移植し成育を測定している。

キトサンについては、ポット内の土壌中に、高分

子量(H)と低分子量(L)の 2 種類のキトサンオリゴ

マーを 100, 1000, 10000倍に希釈した溶液を加え成

育させている(継続中)。なお低分子量のキトサン

は pH 操作により高分子量のキトサンが分離でき

た。挿木は、土壌栽培および水耕栽培により成育

させた。コントロール(キトサン無添加)と比較し

て、キトサン処理の方がヤナギとリンゴにおいて

根とシュートの成長が早くなった。ブドウは、開

葉していないため未計測である。予備的報告では

あるが、H/L ともにキトサン処理が、ヤナギとリ

ンゴの成長を助長していることが示唆された。今

後、植物や成育条件を変え、より詳細なキトサン

の効果を調べる予定である。

(2) 埋土種子集団測定方法の条件設定

有珠山では 1977-78年に山頂部で大規模噴火を起

こし、火口原では 1-3 m の軽石・火山灰を主体と

する噴火降灰物が堆積した。これまで、本地域に

おいて、噴火から 10, 20, 30年後に噴火降灰物下に

ある噴火前の土壌(旧表土)を採取し、温室におけ

る撒出実験と遠心浮上法による土壌からの種子抽

出を行い、埋土種子の生存状況を調べている。そ

の結果、エゾノギシギシなどの種子が30年以上の

間にわたり、高い生存数で埋土していることが明

らかになっている。そこで、噴火45年後にあたる

本年に、これらの再測定を行うことを計画してい

る。

ゲノムダイナミクスセンターは、昨年度までに

大規模改修があり、温室の環境条件設定が、これ

までと異なる可能性があり、実験開始前に確認と

調整を行っておくことが望ましい。そこで、散

水・温度・光等の条件の確認を兼ね、土壌からの

撒出実験を温室で行っている(実験中)。実験には、

地球環境科学研究院周辺の裸地、草地、森林から

採取した土壌を用いた。予報的ではあるが、いく

つかの興味ある発芽パターンが確認されている。

例えば、カタバミは、裸地で発芽が顕著であるが

草地・森林では全く認められない。草地では、風

散布種子の発芽が著しい。森林では、植生では出

現していない種の発芽が認められている。

この実験中に、温度・散水・光条件は実験に適

した範囲内で調整できることが確認でき、速やか
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に本実験に移行できる展望を得た。今後、融雪に

有珠山旧表土を採取し、温室において15年前の方

法に準ずる形で撒出実験を行う予定である。
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